
公海の保護区

日本側が懸念
COP9、禁漁を案じ

【
ボ

ン

（
ド

イ

ツ

西

部
）
―
二
油
耕
菫
】
ポ

ン

で
開
催
さ
れ
て
い
る
生
物

多
様
性
条
約
の
第
九
回
締

約
国
会
議

一
Ｃ
Ｏ
Ｐ
９
）

で
、
日
本
が
公
海
で
の
自

然
保
護
区
の
設
定
に
懸
念

を
示
し
て
い
る
．
公
海

に

も
保
議
区
が
広
が
れ
ば
包

格
的
な
禁
漁
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
だ
け
に
、
慎
重

な
議
論
を
求
め
て
い
る
。

二
〇

一
〇
年
に
名
古
屋

開
催
が
内
定
し
て
い
る
第

十
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
ｌＯ
）
で
も
、
こ
の
問
題

は
重
要
議
題
に
な
り
そ
う

Ｃ
Ｏ
Ｐ
９
で
は

「
海
洋

の
生
物
多
様
性
」
も
テ
ー

マ
に
。
陸
上

に
つ
い
て
は

各
国
が
自
然
保
護
区
を
設

け
て
い
る
が
、
公
海

で
は

魚
種
や
期
間
、
漁
法
を
限

っ
た
漁
獲
制
限
の
収
り
決

め
は
あ
る
も
の
の
、
特
定

海
域

の
生
物
種
全
体
を
保

護
す
る
枠
組
み
は
な
い
．

日
本
は
乱
獲
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
保
護
区
の
構
想

そ
の
も
の
に
は
反
対
し
て

い
な
い
。
だ
が
、
保
護
区

が
包
括
的
な
禁
漁
を
求
め

る
も
の
に
な
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
な
い
立
場
だ
．
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｏ
で
も

「科
学
的
知

見
に
基
づ
き
、
ヶ
ｌ
ス

・

一ひ
】
き 。
“
「
〓
諌
剛
馴
『

一一
¨
¨

峰
』
』

山

端

繊

一か
ら
は

「
日
本
は
保
護
よ

り
利
用
に
傾
い
て
い
る
」

・と
の
指
摘
も
出
て
い
る
。

だ
。

指
定
解
除

に
対
し
、
米
議

会
か
ら
出

て
い
る
反
発
を

抑
え
る
た
め
に
も
、
粒
致

問
題
で
一型
同
き
な
措
置

の

必
要
が
あ
る
と
北
朝
鮮
側

に
伝
達
．
北
側
も
理
解
を

示
し
て
い
る
と
い
う
。

韓
国
政
府
筋
は
同
通
信

に

「北
朝
鮮
は
北
京

で
の

米
朝
協
議
の
後
、
粒
致
問

題
に
対
す
る
何
ら
か
の
措

置
を
発
表
す
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
伝
え
た
。

同
通
信
は
ま
た
、
北
朝

鮮
が
指
定
解
除

に
合
わ
せ

一
九
七
〇
年
の
「
よ
ど
号

一

ハ
イ
ジ

ャ
ッ
ク
事
件

の
実

行
犯
で
あ
る
元
赤
軍
派
メ

ン
パ
ー
の
日
本
送
還
も
検

討
し
て
い
る
と
し
た
。


